
重要性の評価・重要課題の選定 
重要課題の選定にあたっては、企業指針や経営方針等の内部的要因と主要な国際標準や社会的要請等の外部的
要因よりサステナビリティ課題（社会的課題）を抽出し、それらについてステークホルダーにおける重要性と
新光電気グループのビジネスにおける重要性の２つの視点による重要性評価を行うプロセスとしています。選
定した重要課題については、社内関係部門において妥当性の確認を行うとともに、定期的に見直しを実施して
います。 
なお、選定プロセスにおいては、サステナビリティ課題の抽出にあたり、SDGs目標をはじめとして多様な指
標を参考にしています。 

 

◆参考にした国際サステナビリティ関連標準 
① GRIサステナビリティ・レポーティング・スタンダード
② RBA（Responsible Business Alliance）行動規範
③ ISO26000
④ 国連グローバル・コンパクト
⑤ SDGs（Sustainable Development Goals）
⑥ SASB（Sustainability Accounting Standards Board）

【重要課題選定プロセス】 

【重要性評価による重要課題の選定】 

妥当性確認

社内関係部門にて
妥当性を確認、
定期的に見直し

重要課題選定

重要性評価に基づき
27項目を重要課題に
選定

重要性評価

ステークホルダー、
自社ビジネスの
２つの視点より
重要性を評価

サステナビリティ
課題の抽出

内部・外部的要因に
基づき171項目の
課題を抽出
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新光電気グループにおける重要性

・地球温暖化・気候変動
・原材料・エネルギー使用
・廃棄物
・大気への排出 ・環境負荷低減
・水資源 ・有害物質
・環境法規制遵守 ・生物多様性

・地域社会との共生・対話
・社会貢献活動
・経済的影響

・技術・ものづくりによる
顧客・社会への貢献

・顧客プライバシー
・製品に関するコンプライアンス

・差別・人権侵害の排除
・強制労働・児童労働の撤廃
・結社の自由・団体交渉

・サプライチェーンによる
社会的責任実施

・多様性尊重・機会均等
・ワークライフバランス
・公正な評価・適正な報酬
・人材育成・教育
・安全・快適な職場環境
・長時間労働
・雇用
・労使関係
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